
 　豚はとても暑さに弱い動物です。汗をかく力がほとんどなくて、自分で体温を

下げるのが苦手です。そのため、暑くなると体温を下げようとして、体の表面に

血液を集めて熱を逃がそうとしますが、その分、腸などに回る血液が減ってしま

います。すると、エサの消化や吸収がうまくいかなくなり、食い込みが落ちてし

まいます。結果として、発育や肉質の低下につながることがあります。

　暑いときの豚の様子を、よく観察してみてください。呼吸が荒くなったり、水

をたくさん飲んだり、水遊びをしたり、横になってばかりいたりといった変化が

見られます。こうしたサインが見られたら、「暑さでしんどいんだな」と気づい

てあげることが大切です。

🔸豚の暑熱対策ポイント・・・「風＋水」で効果アップ

・換気をしっかり　→ 新鮮な空気を入れましょう

・送風で暑さをやわらげる　→ ファン等で風をしっかり動かしましょう

・飲水は「多め」が基本　→ 水切れがないよう、こまめにチェック

　　　　　　　　　　　　　　→ 汚れた水やぬるい水は飲みが落ちます

　　　　　　　　　　　　　　→ 取り合いにならないよう、水場の数も確認

　　　　　　　　　　　　　　→ 弱い個体もきちんと飲める環境を

　気象庁の長期予報によると、今後の気温は全国的に平年より高くなる可能性が

高いとされています。特に初夏以降は、真夏日や猛暑日が早期に出現することが

予想されており、家畜の暑熱ストレス対策の早期実施が重要です。
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飼養衛生管理基準を遵守しましょう

今年の夏も平年より暑くなりそうです


